
花のスクールステイ

花いっぱい運動推進員

１１月３０日に、芦原小学校生徒から、

植栽団体である「あわら市観光協

会」「花工房あわら」へパンジー

１００ポットを手渡しました。

花のスクールステイは、県内観光地に植栽するための花苗を、小中学校で種から育ててもらう活動です。

育てた花苗の半分は観光地等に植えられ、残りの半分は学校や地域の修景活動に使われます。

緑と花の県民運動ホームページ（http://midoritohana.pref.fukui.jp/）にて、

花いっぱい運動推進員が各地区で行なった活動を紹介しています。

トップページの最新情報からご覧ください。

花苗の一部を植栽団体の方と一緒にプランターへ植栽し、えちぜん鉄道あわら

湯のまち駅に設置しました。

残りの花苗もあわら湯のまち駅の花壇に植栽される予定です。

花いっぱい運動推進員とは、花活動の輪を県下全域に広げるため、地域の花活動のリーダーとして普及啓発や

アドバイスを行う人のことです。

それぞれの地域で緑と花のまちづくりに取り組んでいる方など、６０名を県が委嘱しています。

▲ グリーンセンター

葉ボタン花壇

～緑と花の県民運動だより～

平成２４年１２月２８日

▲ 花いっぱい運動推進員が行った活動の例

越前市武生柳町 小浜市加茂 若狭町三生野

花苗の受け渡し 植栽の様子


